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市長を表敬した本市の中高生

温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ダ
イ
エ
ー
壱
岐
店
の
店
頭
で

壱
岐
か
ら
中
高
生
4
人
が
参
加

「
北
東
ア
ジ
ア
青
少
年
環
境
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

立石さんの斎田で抜穂祭
県壱岐神社庁壱岐支部

センサーカメラで撮影に成功
体長約１メートル、２〜３歳のイノシシ

壱岐島獣被害防止対策協議会

　
Ｊ
Ａ
壱
岐
市
、
市
、
県
な
ど

で
つ
く
る
壱
岐
地
域
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
協
議
会
︵
会
長
・
江

川
常
博
同
Ｊ
Ａ
農
産
園
芸
部
長

︶
は
22
日
、
石
田
町
池
田
東
触

の
民
家
裏
の
山
中
に
設
置
し
た

セ
ン
サ
ー
カ
メ

ラ
で
初
め
て
イ

ノ
シ
シ
の
撮
影

に
成
功
し
た
。

＝
写
真
＝

　
同
協
議
会
は

同
触
の
水
田
で

今
月
８
日
と
10

日
、
イ
ノ
シ
シ

の
足
跡
や
ヌ
タ

場
が
発
見
さ
れ

た
こ
と
か
ら
10

日
に
そ
の
周
辺

に
カ
メ
ラ
を
７

台
設
置
し
て
い

た
。
17
日
に
カ

メ
ラ
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
11

日
午
後
８
時
頃

に
体
長
約
１
㍍

の
イ
ノ
シ
シ
１

頭
が
撮
影
さ
れ

て
い
た
。
２
～

３
歳
と
見
ら
れ

る
が
、
性
別
は

不
明
。

　
同
協
議
会
は

22
日
に
緊
急
会

議
を
開
き
、
捕

獲
に
向
け
た
対

策
を
協
議
。
撮
影
さ
れ
た
地
域

を
中
心
に
餌
付
け
を
行
い
、
生

息
域
を
確
認
す
る
ほ
か
、
市
民

に
目
撃
情
報
を
求
め
る
チ
ラ
シ

を
配
布
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
23
日
朝
に
も
郷
ノ
浦
町
初

山
東
触
の
サ
ツ
マ
イ
モ
畑
で

も
イ
ノ
シ
シ
が
食
い
荒
ら
し

た
と
さ
れ
る
痕
跡
が
見
つ
か

り
、
同
日
中
に
付
近
に
２
個
、

同
西
触
の
山
中
に
１
個
、
そ
れ

ぞ
れ
箱
罠
と
セ
ン
サ
ー
カ
メ

ラ
を
設
置
し
た
。

　
同
市
で
は
２
０
１
０
年
６

月
に
郷
ノ
浦
町
の
海
岸
で
イ

ノ
シ
シ
ら
し
き
動
物
が
目
撃

さ
れ
て
以
降
、
島
南
部
か
ら
東

部
に
か
け
て
市
民
か
ら
足
跡

な
ど
の
情
報
が
20
件
以
上
寄

せ
ら
れ
、
同
協
議
会
は
生
息
域

の
特
定
や
捕
獲
を
試
み
た
が
、

発
見
に
は
至
ら
ず
、
今
年
２

月
以
降
は
足
跡
な
ど
は
見
つ

か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
富
山
県
と
（
財
）
環
日
本
海
環

境
協
力
セ
ン
タ
ー
は
平
成
20
年
度

か
ら
、
国
際
環
境
協
力
に
対
す
る

理
解
を
深
め
、
環
境
保
全
に
向
け

て
自
ら
考
え
行

動
で
き
る
人
材

の
育
成
を
目
的

と
し
た
中
高
生

向
け
の
環
境
教
育
事
業
を
、
日

本
・
中
国
・
韓
国
・
ロ
シ
ア
４
か

国
持
ち
回
り
で
「
北
東
ア
ジ
ア
青

少
年
環
境
活
動
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
年
は
18
日
と
19
日
の
両

日
、
富
山
県
氷
見
市
で
開
催
さ

れ
、
本
市
か
ら
は
、
壱
岐
島
活

性
化
集
団
・
チ
ー
ム
防
人
（
中

山
忠
治
会
長
）
主
催
の
「
壱
岐

島
海
岸
漂
着
物
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
・
ボ
ラ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

ｉ
ｎ
壱
岐
」
に
参
加
し
た
経
験

が
あ
る
▽
壱
岐
高
校
２
年
、
神

山
勇
君
と
妹
の
勝
本
町
中
学
校

2
年
、
果
歩
さ
ん
▽
壱
岐
商
業

高
校
2
年
、
紐
本
拓
真
君
と
妹

の
勝
本
町
中
学
校
１
年
、
優
花

さ
ん
の
４
人
が
参
加
し
た
。

　
日
本
で
は
初
と
な
る
同
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
は
、
日
中
韓
露
の
中

高
生
57
人
が
集
ま
り
、
海
岸
清

掃
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

報
告
。
本
市
か
ら
参
加
の
４
人

は
海
岸
漂
着
物
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
の
よ
う
す
を
、
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
て
説
明
し
な
が
ら
、

「
美
し
い
自
然
環
境
を
次
の
世

代
に
残
し
て
い
く
た
め
、
拾
う

人
は
捨
て
な
い
を
モ
ッ
ト
ー
に

ゴ
ミ
ゼ
ロ
ア
ー
ス
を
目
指
そ

う
」
な
ど
と
ア
ピ
ー
ル
。

　
こ
の
ほ
か
同
プ
ラ
グ
ラ
ム
で

は
、
漂
着
ゴ
ミ
を
使
っ
た
オ
ブ

ジ
ェ
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

な
が
ら
各
国
か
ら
の
参
加
者
が

交
流
を
深
め
た
と
い
う
。

　
壱
岐
か
ら
参
加
し
た
神
山
君

と
紐
本
君
は
「
発
表
は
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
た
。
自
分
た
ち
が
伝

え
た
か
っ
た
『
未
来
に
残
そ
う

海
』
や
今
の
砂
浜
な
ど
を
美
し

い
ま
ま
の
状
態
で
残
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
っ
た
こ
と
は

う
ま
く
伝
え
ら
れ
た
と
思
っ
て

い
る
。
参
加
者
は
真
剣
に
エ
コ

活
動
な
ど
に
加
わ
っ
て
い
る
人

た
ち
が
多
く
、
参
加
で
き
て
と

て
も
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
と

話
し
た
。

　
市
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
協

議
会
（
鵜
瀬
守
会
長
）
の
「
い

き
の
し
ま
地
球
温

暖
化
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
が
25

日
、
芦
辺
町
、
ダ

イ
エ
ー
壱
岐
店
店

頭
で
開
か
れ
、
多

く
の
市
民
が
地
球

に
優
し
い
生
活
を

進
め
る
た
め
の
展

示
物
の
見
学
な
ど

し
に
会
場
を
訪
れ

て
い
た
。

　
会
場
で
は
、
エ

コ
キ
ャ
ン
ド
ル
作

り
や
廃
食
油
の
紹

介
、
子
ど
も
た
ち

が
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
手
回

し
発
電
装
置
な
ど
環
境
学
習
お

も
ち
ゃ
の
展
示
、
電
気
自
動
車

の
展
示
や
太
陽
光
発
電
の
紹
介

な
ど
に
加
え
、
エ
コ
料
理
の
紹

介
、
生
ご
み
堆
肥
化
・
ぼ
か
し

作
り
実
演
会
な
ど
も
行
わ
れ
て

い
た
。

　
ま
た
、
同
協
議
会
は
「
地
域

を
つ
な
げ
、
エ
コ
を
広
げ
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
二
酸
化
炭
素
排

出
量
が
増
加
傾
向
に
あ
る
家
庭

部
門
の
排
出
量
を
上
手
に
減
ら

す
た
め
の
対
策
を
提
案
な
ど
す

る
「
う
ち
エ
コ
診
断
」
も
あ
っ

た
。

壱
岐
八
朔
雛
の

講
習
会

２
日
、
文
化
ホ
ー
ル

　
壱
岐
八
朔
雛
伝
承
保
存
会

（
江
頭
賀
江
会
長
）
は
２
日
午

後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
の
２
時

間
、
郷
ノ
浦
町
、
文
化
ホ
ー
ル

１
０
６
号
室
で
、
壱
岐
八
朔
雛

折
り
方
講
習
会
を
開
催
す
る
。

　
壱
岐
で
は
古
来
よ
り
、
八
朔

節
供
（
旧
８
月
１
日
）
に
子
供

の
成
長
を
祈
っ
て
紙
雛
を
作
る

風
習
が
あ
り
、
同
保
存
会
が
毎

年
、
そ
の
節
供
に
向
け
て
開
い

て
い
た
折
り
紙
講
習
会
に
、
よ

り
多
く
の
市
民
に
参
加
し
て
も

ら
う
た
め
行
わ
れ
る
。

　
受
講
料
は
材
料
費
込
み
で

５
０
０
円
。
こ
れ
ま
で
の
和
紙

に
く
わ
え
、
華
や
か
な
友
禅
和

紙
も
用
意
さ
れ
て
お
り
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
詳
し
く
は
江
頭
会
長
（
電
話

47
―
６
６
３
２
）
へ
。

郷ノ浦町
　
県
神
社
庁
壱
岐
支
部
（
支
部

長
・
村
田
徹
郎
白
沙
八
幡
神
社

宮
司
）
主
催
の
「
壱
岐
支
部
献

穀
田
抜
穂
祭
」
が
25
日
午
前
10

時
か
ら
、
郷
ノ
浦
町
物
部
本
村

触
、
天
手
長
男
（
あ
ま
の
た
な

が
お
）
神
社
の

氏
子
、
立
石
土

光
さ
ん
の
斎
田

（
約
８
㌃
）
で
、

地
域
の
住
民
や

関
係
者
ら
が
見

守
る
な
か
行
わ

れ
た
。

　
今
年
は
、
早

乙
女
さ
ん
ら
に

よ
り
植
え
つ
け

ら
れ
た
早
苗
も
、

立
石
夫
妻
に
よ

り
丹
精
込
め
て

育
て
ら
れ
、
収

穫
の
時
季
と
な

り
、
そ
の
刈
り

取
り
の
神
事
「
抜

穂

祭

」

で

は
、

収
穫
を
奉
告
し

感

謝

を

捧

げ
、

刈
女
ら
に
よ
り

刈
り
取
り
、
「
壱
岐
神
楽
」
か

ら
「
豊
年
舞
」
の
神
楽
を
奉
奏

し
餅
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
た
。


